
松本都市計画区域区分の変更について 

都市・まちづくり課 

１ 区域区分の変更理由 

 【島内東方地区 整理番号5】 

区域区分制度以前から工場として使われた土地であったが、工場の稼働が停止し、撤退

したため、跡地を住宅として整備を行った。住宅整備が完了し分譲等も終わったことから

から市街化区域に編入するものです。 

 

【和田西原地区 整理番号6】 

 ほ場整備事業において非農用設定した区域を住宅地として整備を行った。住宅整備が完  

了し分譲等も終わったことから市街化区域に編入するものです。 

 

【上村井地区 整理番号7】 

 推定される将来の住居系市街地拡大需要面積の一部を上村井地区に編入するものです。

上村井地区については、民間開発による造成が具体化され、計画的な市街地整備が行われ

ることが確実となったことから、市街化区域に編入するものです。 

 

２  住居系市街地拡大需要面積 
 平成27年 令和7年 

(基準年) (基準年の10年後) 

①市街化区域人口 173,000人  173,600人  

②既存市街化区域内での収容可能人口     － 172,100人 

③計画人口（拡大需要人口） 

（令和7年の① - ② ） 
      － 1,500人 

④既成市街地として編入予定区域の人口 

（島内東方地区20人、和田西原地区980人） 
－ 1000人  

⑤拡大人口フレーム（③ - ④）       ― 500人 

⑥令和7年想定人口密度       ― 74.7人/ha 

⑤公共用地率       － 25% 

⑥住居系市街地拡大需要面積 

（ ⑤ / ⑥ /（１－ ⑤ ）） 
      － 9ha  

上村井地区に編入する面積       ― 7ha 

  

 

区分 

年次 

資料4-2 



３ 用途地域の変更理由 

・ 区域区分の変更に伴い、新たに市街化区域に編入する地区について、既存用途地域と一体的で

良好な市街地環境を図るため、用途地域を変更するもの。 

 

４ 決定する用途地域の面積 

【島内東方地区】 

種 類 面 積 

第一種住居地域 約 5ha 

合 計 約 5ha 

 

【和田西原地区】 

種 類 面 積 

第一種低層住居専用地域 約 12ha 

第二種低層住居専用地域 約 2ha 

合 計 約 14ha 

 

【上村井地区】 

種 類 面 積 

第一種住居地域 約 7ha 

合 計 約 7ha 

 



【参考：13種類の用途地域】 

  



 

【島内東方地区】 

 

 

 

 

 

市街化調整区域 

第一種住居地域4.6ha 

区域区分の変更、用途地域の変更

状況 

変更前 

変更後 



【和田西原地区】 

 

 

 

 

第一種低層住居専用地域 7.3ha 

第一種低層住居専用地域 5.1ha 

第二種住居専用地域 2.0ha 

変更前 

変更後 



【上村井地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一種住居地域6.8ha 

変更前 

変更後 



上村井地区 地区計画（案） 

 

 

 


